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全人口は 3， 064名 (1973年)で， 30才以上の住民(1， 330名)を対象とし，呼び出し直接検診を実施し
た。検診率は69.1%である。 x線撮影は頚椎側面 手および指関節正面 股関節正面に行った。検診
期間は1973年 8 月と 1974年 5 月の 2 回にわたる。さらに1974年11月同地区の戸別訪問調査によって直
接検診への不参加者の実態についても調査した(調査率は97%) 。
ハU
X 線的関節症の重症度判定は Kellgren & Lawrence による関節症の疫学的調査用レ線診断基準に




X線的重症度 grade 2 以上のものは男女とも加令とともに，その頻度は増加し， 30才以上の全年令
層では男3.0%，女6.8% と有意の差で女に高頻度であった。読影し得た股関節フィルムは男398名，
女339名計737枚である o grade 3 のものは男 O 名，女 3 名， grade 4 のものは男 l 名，女 3 名で grade
3 ないし 4 と判定したもの男 l 名 (0.3%)女 6 名(1. 8%) 計 7 名で， 30才以上での X線的股関節症
の有病率は0.94% となる。この 7 名のうち一次性股関節症は 2 名 (0.3) ，二次性のそれは 5 名 (0.7
%)であった口
2 )臼蓋形成不全 (CE角20。未満)の頻度は男3.4%，女1. 2%で，男女間で差はなく，加令とは関係
のない頻度であった。 3 )英国の Leigh地区の一般住民55才から 64才の年令層における股関節症の
頻度と比較すると Leigh地区で、は男8.4% ，女3.1%，上富田地区では各々 0.3% ， 1. 8% と男女とも本
調査地区は低い頻度であったが，女では有意差はなかった。 4 )香港地区の中国人の病院受診者を
調査した55才以上の年令層との比較では，香港地区では男1. 2%，女0.8%，上富田地区では各々 0.6
%, 2.3% と有意差はなかった。臼蓋形成不全は本調査地区の方が男女とも高頻度であった。 5 )頚
椎，手関節，指関節 (DIP ， PIP , MP , 1 CM) の X線的関節症の性，年令別頻度も調査し， Leigh地
区の成績と比較した。男女とも本調査地区でト低い頻度で、あった部位は第 1 子根中手関節病(1 CM) で，









度 (0.3%) であった。頚椎，子関節，指関節の X 線の X線的関節症についても性，年令別頻度を明
らかにし Caucasian との比車交をも行い{号た。
論文の審査結果の要旨
住民検診によってレ線的股関節症の有病率を求めた。その結果， 30才以上では 0.9% にのぼり一次
性のものは0.3%をかぞえた。この頻度は Caucasian に較べ低いのであるが，一次性のそれについて
は従来の定説をくつがえす結果となった。なお，頚椎，手，指関節の関節症についても性，年令別頻
度を明らかにし関節症の素因の面からも検討したO
この研究は本邦において最初のものであり国際的な比較を可能とした点意義が大きい。
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